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現状確認  

低い数値で均衡する日本の出生率(1.37  2009年) 

生産年齢人口と従属年齢人口のバランスの崩壊 

  （日本の社会システムの基礎の歪み） 

人口維持に必要な出生率2.08に近い(1.94  2009年) 

高齢化社会を迎えるという点で日本と共通。 

 



発表の構成 

現状確認 

仮説の提示 

結婚と出生の関連性／その背景となる制度・思想 

雇用形態と婚姻率の関連性 

結論 



仮説  

日本では不安定な雇用状況が婚姻率に影響を与えて
いる。 

           ↓     ↓     ↓ 

結婚が出生／出産の条件になっている日本では、婚姻
率の低下がそのまま出生率に影響を与えている。 

 

Ｑ．どのような思想や制度がこういった現象を引き起こして
いるのか？  →  北欧との比較 
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結婚と出生に関する価値観 

質問1 (ISSP2002) 
あなたは「子供を持つには結婚しているべきだ」

という考えに賛同しますか？   
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結婚と出生に関する価値観 質問2 (WVS 2005) 
ある女性が「子どもは欲しいが、特定の男性と永続
的な関係は持ちたくない。未婚の母でありたい」と
言ったとします。あなたはこの考えに賛成ですか。  
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結婚と出生に関する価値観 
質問3 (ISSP 2002) 

あなたは「結婚を目的としない同棲でも問題はな
い」という考えに賛成ですか。  
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根強い家族主義的思想 

結果としての婚外子差別 

結婚と出産の分離 

サムボ制度（お試し婚） 

一人親を容認する社会 

（離婚しても両親に扶養義務
→男性から養育費の天引
き等） 

 

→ エスピン・アンデルセンの福祉国家論 
・ 
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縦軸：雇用形態別の婚姻率 
横軸：年 
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【男性】 

（出典：WVS2005） 
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男性は、非正規雇用になると正
規社員に比べ婚姻率が低い 

既婚後も正規社員として働く女
性は少ない 

 → 家庭 or 仕事の二者択一 

＜背景＞ 

・男性正社員中心の制度 

・女性にかかる家事負担の大きさ 

・男性の長時間労働 

・専業主婦を奨励する税制 

 

 

正規社員・非正規社員で婚姻
率に差は見られない 

既婚女性の８割は正規社員と
して働く 

  →家庭とキャリアの両立可能 

＜背景＞ 

・家事の公的負担 

・男性の家事参加率の高さ 

・男女差が少ない労働時間 
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結論 

・家族主義的志向が強い日本では、結婚というステップを踏まないと子
どもを産むことが難しい。 
 
・雇用状況の変化に日本の社会制度が付いて行かず、婚姻率の低下が出
生率低下に直接影響している。 
 
・スウェーデンでは雇用形態によって婚姻率に影響が出ず、かつ結婚に
よって雇用形態が変化することはあまりない。 
 
・スウェーデンでは男性も家事に参加するので、女性が働きに出ても家
庭生活を維持することができる。それは男性の短時間労働が鍵である。 
 
・両国の違いを生む背景は、男女平等の度合いや労働環境の差にあるの
ではないか。 


